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最優秀賞（１作品）�最優秀賞（１作品）�

優秀賞（５作品）�優秀賞（５作品）�

入選（7作品）�入選（7作品）�入選（7作品）�

作品のタイトル�いい町　西原町�

出品者�
西原小４年�
大城　星（おおしろ あかり）�

記事の内容� 　私が住んでいる西原町には、い
い所がいっぱいあります。�

　西原シティーは、近場にあるので、いつでも買いに
いけます。�
　または、図書館、すずしい所で、勉強、しずかな所で、
読書もできます。�
　それから、キラキラビーチでは、いつでも、およい
だり、すな遊び、バーベキュウができます。�
　地区ごとによって、祭りも、するので、夜もにぎや
かです。�
　みんなが、遊びに行く、たこ公園は、さわふじ館か
ら見る事もできるので、安心して遊ぶ事ができます。�

作品のタイトル�西原町の部活�

出品者�
西原小４年�
與儀 柚依佳（よぎ ゆいか）�

記事の内容� 　私は、西原小学校のバレー部に
入っています。私のチームは、エ

ースの身長が高いです。なので、強れつなスパイクを打
ってきます。私は、４年生だけど「セッター」として、
そのポジションをがんばっています。�
　夏休みには、新報児童オリンピックでみんなの心が一
つになったようにがんばって対戦相手と戦かって、優勝
しました。私たちをおうえんしてくれた父母は、泣いて
いました。かんとくもマネージャーも泣いていました。�
　私たちが、優勝できたのは父母やかんとく、マネージ
ャーがきつく教えてくれたからだと思いました。でも、
ちょっとゆだんしたり、上手くいかなかったのでそれを
直します。�
　後、今の６年生が卒業したら、エースがいなくなるの
で、それにむけても４年、３年でがんばっていきます。�

作品のタイトル�平園夏祭り�

出品者�
西原小４年�
喜屋武 安純（きゃん あずみ）�

記事の内容�   　７月に、平園祭りがありました。
わたしたちは、平園祭りでエイサ

ーや盆踊りをすることになりました。エイサーや盆踊
りを覚えるためには、たくさんの練習がひつようでした。
エイサーは夜の8時から9時、盆踊りは、毎朝のラジ
オ体そうがおわってからがんばりました。わたしにと
って一番つらかったのはエイサー練習でした。ふだん、
わたしはねる時間が早いため9時までのエイサー練習は、
いっしょうけんめいやっていても、どんどんねむくな
っていくのでとても大変でした。特にエイサーは、短
時間で4曲覚えないといけないので、自分なりに一生
けん命がんばりました。平園祭り本番では、努力のか
いがあって上手にできて、エイサーを成功することが
できたのがとってもうれしかったです。�

�

作品のタイトル�出品者�

バンの親子�

西原町の明日を拓く新庁舎建設中！�

庭先からまちづくり�

　同時募集していた｢西原の魅力・写真コンテスト｣

は審査の結果、最優秀賞･優秀賞は該当がありません

でした。また、以下の作品を入選としました。�

作品のタイトル�出品者�

つなの上のぼく�

わたしたちの西原町�

平園祭り�

美咲区祭り�

NHK合唱コンクール�

NHK合唱コンクール�

英語の楽しさを知ったこと�

ともよせ�

友寄 きらら�

やましろ さ き�

山城 咲季�

かみ や な つき�

神谷 菜月�

たい ら こう や�

平良 昴也�

あかみね ひ な�

赤嶺 日菜�
まつ お り こ�

松尾 理子�
みや ぎ ほの か�

宮城 穂花�

すぎやま さ き�

杉山 幸来�

いしはら きぬ こ�

石原 絹子�
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あなたが作る手作り広報「まちの話題コンテスト」�

広報にしはら500号記念号企画�

　広報にしはら500号を記念して、身の回りで起こったできごと、家庭や地域の行事やイベントな
どの記事を作成することで、西原町の魅力を紹介するとともに、まちづくりへの参加を促進するこ
とを目的に ｢あなたが作る手づくり広報『まちの話題』コンテスト｣の作品を募集しました。�
　コンテストには13点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞を１点、優秀賞を５点選定しま
した。それらの入賞作品をご紹介します。�

最優秀賞（１作品）�最優秀賞（１作品）�最優秀賞（１作品）�

作品のタイトル�我謝の大づなひき�

出品者�
西原小４年�
平良 幸介（たいら こうすけ）�

優秀賞（５作品）�優秀賞（５作品）�優秀賞（５作品）�

入選（7作品）�入選（7作品）�

作品のタイトル�西原町のかねく祭り�

出品者�
西原小４年�
與那原 美菜（よなはら みな）�

記事の内容� 　ぼくは、「我謝のおおづなひき」でつなの上
に乗る役をたのまれました。びっくりしまし

たが、ぼくのお兄ちゃんもその役をしたことがあり、やってみる
ことにしました。�
　本番の日、ぼくは、自分がうまくできるのかというプレッシャ
ーときょうふでいっぱいでした。父さんに「がんばれ！」と言わ
れてさらにどきどきしてきました。でも、がんばろうと思いました。�
　まず、メイクをしました。そして、いしょうを着てかつらをか
ぶりました。とても重かったです。それから外に出たのですが、
たくさんの人の前で足がふるえてきてびくびくしてしまいました。
つなの上に乗ったときは、落ちないようにふんばって立ちました。
こわかったけどうまくできました。�
　ぼくは、自分で自分のことを「すごい！」と思ってうれしくな
りました。�

記事の内容� 　私が、住んでいる西原町には、
かねく祭りという祭りがあります。�

　私は、その祭りに毎年、家族で行きます。�
　かねく祭りには、子供エイサーや、盆踊り等、その
他にたくさんのよきょうがあります。�
　屋台は、かねく青年会の人や、子供の親が、出して
います。�
　今年は、最後に、ミニ花火が上がりました。ふつう
より少し小さかったけど、きれいでした。�
　かねく祭りは、とても小さな祭りですが、とっても
楽しい祭りです。�
　なので、私は、かねく祭りが好きです。�

記事の内容� 　ぼくのおじいちゃんは畑でいろ
んな野菜を作っています。にんじ

ん、ピーマン、オクラ、キャベツ、二ガナなど、ぼく
たちは、いつも無農薬の新せんな野さいを食べること
ができます。�
　「呉屋さんちのゴーヤーはおいしいよ。」�
と、おじいちゃんがいうので、食べていたらいつのま
にかゴーヤーが大好きになりました。　�
　夏休みにおじいちゃんの畑を見に行くと、なんと白
いゴーヤーがなっていました。
めずらしいのでぼくはびっくり
しました。�
　さっそく、料理してもらって
食べてみるとふつうの緑色のゴ
ーヤーにくらべて、苦みがあっ
たけどおいしかったです。�
　この白いゴーヤーのなえは、
６月ごろうえて、いままでに４
本しゅうかくしたそうです。　�
　またこれからも、白いゴーヤ
ーがどんどんしゅうかくできる
といいです。�

作品のタイトル�おじいちゃんの畑�

出品者�
西原東小３年�

仲宗根 泰向（なかそね たいが）�


